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　このたびはソノ三題話さんだいばなしの流行はやつた時分じぶんに出来できました落語はなしで、第一が大仏餅だいぶつもち、次が袴着はかまぎの祝いはひ、乞食こつじき、と云いふ三題話さんだいばなしを、掲載だすことに致いたしました。

　場所ところは山下やましたの雁鍋がんなべの少し先に、曲まがる横丁よこちやうがありまする。彼あの辺へんに明治めいぢの初年はじめまで遺のこつて居をつた、大仏餅だいぶつもちと云いふ餅屋もちやがありました。余あまり美味おいしくはございませんが、東京見物とうきやうけんぶつに来くる他県たけんの方々かた〴〵が、故郷くにへ土産みやげに持もつて往いつたものと見えまする。其大仏餅屋そのだいぶつもちやの一軒いつけんおいて隣家となりが、表おもてが細こまかい栂つがの面取めんどりの出格子でがうしになつて居をりまして六尺いつけん、隣となりの方はうが粗あらい格子かうしで其又側そのまたわきが九尺くしやくばかりチヨイと板塀いたべいになつて居をる、無職業家しもたやでございまする。表おもてには河合金兵衛かはひきんべゑといふ標札へうさつが打うつてござります。マア金貸かねかしでもして居をるか、と想像さうざう致いたされます家うち、丁度ちやうど明治三年の十一月の十五日、霏々ちら〳〵と日暮ひぐれから降出ふりだして来きました雪が、追々おひ〳〵と積つもりまして、末すゑには最もう「初雪はつゆきやせめて雀すゞめの三里りまで」どころではない雀すゞめが首くびつたけになるほど雪が積つもりました。其時そのときに俄盲目にはかめくらの乞食こじきと見えまして、細竹ほそたけの笻つゑを突ついて年齢としの頃ころは彼是かれこれ五十四五でもあらうかといふ男、見る影もない襤褸すぼろの扮装なりで、何どうして負傷けがを致いたしましたか、尻しりを端折はしよつて居ゐる膝ひざの所からダラ〳〵血が流れて居をりまする。ト属ついて来きましたる子供こぞうが、五歳いつゝか六歳位むツつぐらゐで色白いろじろの、二重瞼ふたへまぶたの可愛かあいらしい子でございまするが、生来はらからの乞食こじきでもありますまいが、世の中の開明かいめいに伴つれて、前ぜん、贅沢生計よいくらしをなすつたお方かたといふものは、何どうも零落おちぶれ易やすいもので。親父おやぢの膝ひざから、血が流れるのを視みて、子「お父とつちやん痛いかえ、お父とつちやん痛いかえ。父「アイそれは痛いワ……負傷けがをしたんだから……エー最もう新入しんまいの乞食こじきだからの、何処どこが何どうだかさつぱり訳わけが解わからないが、彼あの山下やましたの突当つきあたりの角かどの所に大勢おほぜい乞食こじきが居ゐて、何故なぜ己等おれたちの縄張なはばりの家うちを貰もらつて歩く、其処そこは己おれの方はうで沙汰さたをしなければ、貰もらふところでない、といふから、私わたくしは新入しんまいの乞食こじきで何なんにも存ぞんじませぬ、と云いふのを、大勢おほぜい寄よつて集たかつて己おれを三つも四つも打ぶち倒のめしアがつて、揚句あげくのはてに突飛つきとばされたが、悪いところに石があつたので、膝ひざを摺剥すりむいて血が大層たいそう出るからのう……。子「お父とつちやん血が大層たいそう出るよ。父「アー大層たいそう出るか。子「アー大層たいそう流れるからね……あのね坊ばうが摩さすつて上あげようか。父「まアまア何なにしろ斯こう歇やみなしに雪が降ふつては為方しかたがない、此家この檐下のきしたを拝借はいしやくしようか……エー最もう日が暮くれたからな、尚なほ一倍いちばい北風きたかぜが身に染しむやうだ、坊ばうは寒くはないか。子「あいお父とつちやん、坊ばうは寒くはないけれども、お父とつちやんが痛からうと思つて……。父「ン、ンー能よく労いたはつて呉くれるの。子「お父とつちやん摩さすつて上あげようか。父「ンー摩さすつて呉くれ。子「此処こゝのところかえ……。父「あゝ……有難ありがたうよ……何どうもピリ〳〵痛んで堪たまらない……深く切つたと見えて血が止まらない……モシ少々せう〳〵お願ひがございますがな、お軒下のきしたを少々せう〳〵拝借はいしやく致いたします……就つきまして私わたくしは新入しんまいの乞食こじきでございまして唯今たゞいま其処そこで転ころびましてな、足を摺破すりこはしまして血が出て困りますが、お慈悲なさけに何卒どうかお煙草たばこの粉末こなでも少々せう〳〵頂いたゞきたいもので……エー〳〵粉末こなで宜よいのでございますがな。此家うちでは賓客きやくの帰かへつた後あとと見えまして、主人あるじが店みせを片付かたづけさせて指図さしづ致いたして居をりますところへ、表おもてから声こゑを掛かけますから、主「何なんだ……お美那みなや何者なにか表おもてで言つてるぜ。み「なにね新入しんまいの乞食こじきが参まゐりまして、ソノ負傷けがをしたからお煙草たばこの粉末こなを頂いたゞきたいつて……。主「然さうか、乞食こじきか……待まちな〳〵、今いま乃公おれが見て遣やるから……。と雨戸あまどを引いて外の格子かうしをがらがらツと明けまして燈明あかりを差出さしだして見ると、見る影もない汚穢きたない乞食こじきの老爺おやぢが、膝ひざの下したからダラ〴〵血の出る所を押おさへて居ゐると、僅わづか五歳いつゝか六歳むツつぐらゐの乞食こじきの児こが、紅葉もみぢのやうな可愛かあいらしい手を出して、父親おやの足を摩さすつて居をります。

　主「おゝ〳〵……お美那みな、可愛想かあいさうぢやアないか……見なよ……人品ひとがらの好よい可愛かあいらしい子供こぞうだが、生来はらからの乞食こじきでもあるまいがの……あれまア親父おやぢが負傷けがをしたといふので、彼あの可愛かあいらしい手を出して膝ひざの下したを撫なでて遣やつて居ゐる、あゝ〳〵可愛かあいい児こだ、今いまのう良よい薬くすりを遣やるよ、……煙草たばこの粉末こなぢやア却かへつて可いけない、良よい薬くすりが有あるから……お美那みなや其粉薬そのこぐすりを出だして遣やんな……此薬これは他ほかにない能よく効きく薬くすりだからな……血止ちどめには善よく効きくし、直すぐに痛いたみが去さるから、此薬これを遣やるから此方こつちへ足を出しな。乞「はい〳〵有難ありがたうございます、誠にお檐下のきしたを拝借はいしやくするばかりでも、私わたくしは有難ありがたいと存ぞんじますのに、又々また〳〵お強請ねだり申まうして、お煙草たばこの粉末こなを願ひましたところ、却かへつてお薬を下くだされまして、はい有難ありがたう存ぞんじます、誠にとんだ負傷けがを致いたしまして……何どうも相済あいすみませぬことでございます、お蔭様かげさまで父子おやこの者が助かります、はい〳〵……。主「さア〳〵此薬これをおつけ……此薬これはな鎧よろひの袖そでというて、なか〳〵売買ばいかひにない良よい薬くすりだ……ちよいと其処それへ足をお出だし、撒かけて遣やるから…。乞「はい〳〵有難ありがたう存ぞんじます。主「それ〳〵……染しみるか、……あと、余あまつたのをお前まへに上あげるから此薬これを持もつてお帰かへり。乞「はい〳〵。主「エーまア血が大層たいそう流れるが、手拭てぬぐひで縛しばらなければ可いけない。乞「はい〳〵。主「手拭てぬぐひは無ないか、……無なければ遣やる……これ〳〵古手拭ふるてぬぐひを出だして遣やんな、……ソレ此手拭これで縛しばるが宜いい、アレサ然さう裂さかなくつても宜いいやな、……無なければ復また古ふるい手拭てぬぐひを遣やるよ……。乞「はい〳〵有難ありがたう存ぞんじます。

　俄盲目にはかめくらで感かんが悪わるいけれども、貰もらつた手拭てぬぐひで傷きずを二重ふたへばかり巻まいて、ギユツと堅かたく緊しめますと、薬くすりの効能かうのうか疼痛いたみがバツタリ止まりました。乞「旦那様だんなさま、誠にまア結構けつこうな薬くすりでございます、有難ありがたう存ぞんじます、疼痛いたみがバツタリ去さりましてございます。主「それは去さるよ、極よく効きく薬くすりだもの……其その子こはお前まへの子こかえ。

　乞「はい忰せがれでございます。主「幾歳いくさいになる。乞「はい六歳むツつになります。主「六歳むツつか……吾家うちの子供ばうは、袴着はかまぎの祝日いはひで今日けふは賓客きやくを招よんで、八百膳やほぜんの料理れうりで御馳走ごちそうしたが、ヤア彼あれが忌嫌いやだの是これが忌嫌いやだのと、我だ意だばかり云いふのに、僅わづか六歳むツつでありながら親孝行おやかうかうに、まア此寒このさむいのに可愛かあいい手で足を撫なでてゝ遣やるところは何どうだえ、……可愛想かあいさうだなー、……彼あの残余あまつた料理ものがあつたツけ……賓客きやくの残のこした料理ものが皿さらの内なかに取つてあるだらう、……アーそれさ、……乃公わしの家ところで今日けふは小供ばうの袴着はかまぎの祝宴いはひがあつて、今いま賓客きやくが帰かへつたが少しばかり料理れうりの残余あまつたものがあるが、それをお前まへに上あげたいから、なにか麪桶めんつうか何なにかあるか、……麪桶めんつうがあるなら出だしな。乞「はい〳〵、まア結構けつこうなお薬くすりを頂いたゞくのみならず、お料理れうりの残余物あまりものまで下くだされ、有難ありがたう存ぞんじます、左様さやうならこれへ頂戴ちやうだい致いたしますと、襤褸手拭ぼろてぬぐひへ包くるんであつた麪桶めんつうを取出とりだして、河合金兵衛かはひきんべゑの前まへへ突出つきだすのを、金兵衛きんべゑ手に取つて見ますると、遠州ゑんしう所持しよぢの南蛮砂張なんばんすばりの建水みづこぼしでございます。主「まアお前まへ、結構けつこうな建水こぼしだが此建水このこぼしをお前まへは、何なにか麪桶めんつうの代かはりに使つかふのか。乞「はい最もう何なにも彼かも売うり尽つくしましたが、此品これは私わたくしの秘蔵ひざうでございますから、此品これだけは何どうも売却はなすことが忌嫌いやでございますから、只今たゞいまもつて麪桶めんつう代がはりに傍離そばはなさずに使つて居をります。主「ンー、これは恐入おそれいつたね、お前まへはお茶人ちやじんだね、あゝこれ〳〵彼あの悪い膳ぜんに、……向むかう付肴づけが残余のこつて居ゐるのを附つけて、お汁しるを附つけてチヨツと会席風くわいせきふうにして……乃公わしもね茶道ちやが嗜すきだからね、お前まえが何どうも麪桶めんつう代がはりに砂張すばりの建水みづこぼしを持もつて居ゐるので感心したから、残余肴あまりものだが参州味噌さんしゆうみそのお汁しるもあるから、チヨツと膳ぜんで御飯ごぜんを上あげたい、さア家内うちへ上あがつてね、何なにもないホンの残余肴あまりものだが御飯ごぜんも喫たべて下ください、さア此処これへお入はいり…。乞「へい〳〵……何どう致いたしまして、此通このとほり穢きたなうございますから……。主「まア宜いいよ〳〵……此処こゝを明けて置いては、雪が吹ふツ込こむから疾はやく此処これへお入はいり、……乃公わしが寒いから……。乞「へい〳〵有難ありがたう存ぞんじます、何どうも折角せつかくのお厚情なさけでございますから、御遠慮ごゑんりよ申上まうしあげませぬでお言葉ことばに従したがつて、御免ごめんを蒙かうむります。主「どうもお人品ひとがらなことだ、違ちがふのうー……さア〳〵此方こつちへお入はいり。乞「へい〳〵。主「足が汚よごれて居ゐるな……これ〳〵徳次郎とくじらう〳〵。徳「はい。主「此処こゝへ来きての、此乞食このこじきの足を洗つて遣やれ。徳「乞食こじきの足あしイ……ンー〳〵〳〵。主「何なにを云いつて居ゐる、当時いまは事由ゆゑあつて零落おちぶれてお出いでなさるが、以前もとは立派りつぱなお方かたで、士族しぞくさんだか何なんだか知しれないんだよ、大事だいじにしてお上あげ、陰徳いんとくになるから。徳「（小声こごゑ）陰徳いんとくでも乞食こじきの足を洗ふのは忌嫌いやでございますなア。とグヅ〳〵云いひながら、忌嫌々々いや〳〵足を洗つて遣やる。乞食こじきは頻しきりに礼れいを云いひながら雑巾ざふきんで足を拭ぬぐひ、漸やう〳〵の事で板いたの間まへ坐すわつて、乞「どうも何なにから何なにまでお厚情なさけに預あづかりまして、有難ありがたう存ぞんじます。主「これ〳〵膳ぜんを持もつて来きな……お汁しるを熱あつくして遣やるが宜いい……さア〳〵お喫たべ〳〵剰余物あまりものではあるが、此品これは八百膳やほぜんの料理れうりだから、そんなに不味まづいことはない、お喫あがり〳〵。乞「へい〳〵有難ありがたう存ぞんじます……（泣きながら
伜に向つて）まア八百膳やほぜんの御料理おれうりなぞを戴いたゞきますといふのは、是これはお前まへなんぞはのう、喫たべ初はじめの喫たべ納をさめだ、斯かういふお慈悲なさけ深ぶかい旦那様だんなさまがおありなさるから、八百膳やほぜんの料理れうりを無宿者やどなしに下くだされるのだ、お礼れいを申まうして戴いたゞけよ、お膳ぜんで戴いたゞくことは、最もう汝きさま生涯しやうがい出来できないぞ。子「あい……旦那様だんなさまお有難ありがたうございます。と可愛かあいらしい手を突ついて、頸くびを横にして挨拶あいさつをします挙動やうすが手の突つきやうから、辞儀じぎの仕方しかたがなか〳〵叮嚀ていねいでげす。主「ンー……お前様まへさんも何なんだらうね……。乞「へい〳〵。主「以前いぜんは然しかるべきお方かたの成なれの果はてで、まア此時節このじせつが斯かう変かはつたから、当時いま然さういふ御身分ごみぶんに零落おちぶれなさつたのだらうが、何どうもお気の毒なことで…。乞「はい旦那様だんなさま私わたくしも、賓客きやくを招よぶ時ときには八百膳やほぜんの仕出しだしを取寄とりよせまして、今日けふの向付肴むかうづけが甘酢あまずの加減かげんが甘味過あますぎたとか、汁しるが濃過こすぎたとか、溜漬たまりづけが辛過からすぎたとか小言こごとを云いつた身分みぶんでございますが、当時いま罰ばちが中あたつて斯かういふ身分みぶんに零落おちぶれ、俄盲目にはかめくらになりました、可愛想かあいさうなのは此子供このこぞうでございます、何なんにも存ぞんじませぬで、親おやの因果いんぐわが子に𢌞めぐりまして、此雪このゆきの降ふる中なかを跣足はだしで歩きまして、私わたくしが負傷けがを致いたしますとお父とつさん痛いたうないかと云いつて労いたはつて呉くれます、私わたくしの心得違こゝろえちがひから斯様かやうに零落れいらくを致いたし、目めまで潰つぶれまして、ソノ何なんにも知らぬ頑是ぐわんぜのない忰せがれに、斯かう難義なんぎをさせますかと思ひますれば、誠にお恥はづかしいことでございます。主「それは〳〵お気の毒なことだ、貴方あなたは以前もとはお旗下はたもとかね。乞「いえ〳〵。主「ンー……南蛮砂張なんばんすばりの建水みづこぼしは、是品これは遠州ゑんしうの箱書はこがきではないかえ。乞「へい……能よう御存ごぞんじさまでございます、これは貴方あなた、遠州所持ゑんしうしよぢでございまして、其後そののち大たいした偉えらい宗匠そうしやうさんが用もちひたといふ品しなでございます。主「ンー……。乞「これは私わたくしの大事だいじな品しなでございまして、当時いま斯かう零落おちぶれまして、値ねを高く買かはうといふ人がございますけれども、なか〳〵手離てばなしませぬで……。主「どうもマア、乞食こじきになつても砂張すばりの建水みづこぼしをすてないといふところは、真しんのお茶道人ちやじんでげすな、お流儀りうぎは…乞「へい千家せんけでございます。主「誰方どなたの御門人ごもんじんで……。乞「はい実じつは……川上宗治かはかみそうぢの弟子でしでございます。主「フーン……お姓名なまへは聴きいても仰おつしやるまいね。乞「へい〳〵もう姓名なまへを申まうすのは、お恥はづかしうて申まうせませぬが、斯様かやうに御親切ごしんせつに上うへへ上あげて、御飯ごぜんまで下くださる貴方様あなたさまのことでございますから、隠かくさず申上まうしあげますが、私わたくしは芝片門前しばかたもんぜんに居をりました、神谷幸右衛門かみやかうゑもんでございます。主「へえー……何なにかえ、貴方あなたは神幸かみかうといふ立派りつぱな御用達ごようたしで大たいしたお生計くらしをなすつたお方かたか……えーまアどうも思おもひ掛がけないことだねえ、貴方あなたの家宅ところの三畳でふ大目だいめの、お数寄屋すきやが出来できた時に、お席開せきびらきといふので、私わたくしもお招まねきに預あづかつたが、其時そのときは是非ぜひ伊豆屋いづやさんなんぞと一緒しよに、参席あがる積つもりでございましたが、残念ざんねんな事には退引のつぴきならぬ要事ようがあつて、到頭たうとう参席あがりませぬでしたが……。乞「へい〳〵貴方あなたは誰方様どなたさまで……。主「私わしアお徒士町かちまちに居をつた、河内屋金兵衛かはちやきんべゑでげすよ。乞「へえー……河内屋かはちやさん……エーまア道理だうりこそ、此砂張このすばりの建水こぼしがお目めに留とまるといふのは、余程よほどお嗜好者すきしやとは存ぞんじましたが……貴方あなたは河内屋かはちやさんでございましたか……思おもひ掛がけないことで……。主「どうも誠に思ひ掛がけないことでお前まへさんに邂逅あひました、未まだお目めには掛かからなかつたが、今度こんどはお眤近ちかづきにならう……まア此時節このじせつが変かはつて貴方あなたは斯かう御零落ごれいらくになつて、何なんとも云いひやうがない、拙者てまへはマアどうやら斯かうやら、斯かうやつて居をりますが本当ほんたうにおいとしいことだ……。妻「お噂うはさには毎度まいど承うけたまはつて居をりましたよ、立派りつぱなお住宅すまひでお庭にはは斯かう、何なには斯かうと、能よくまア、何なんでございますよ、名草屋なくさやの金きん七といふ道具屋だうぐやが参まゐりまして始終しじうお噂うはさでございますよ。乞「へい然さうでございますか。主「まア〳〵おいとしいことでございます……時に一寸ちよつとお薄茶うすを上あげやう鉄瓶点てつびんだてゞ……コレ〳〵其棗そのなつめで宜いい、出でて居ゐるんで宜いいから持もつてお出いで……一服ぷく鉄瓶点てつびんだてゞ上あげませう、茶は挽ひきたてだけれども、何どうも湯加減ゆかげんが悪いのでうまく出来できないが、一服ぷく上あげる。乞「どうも誠に有難ありがたうございます、私わたくしは最もう一生涯しやうがい、お薄茶うす一服ぷくでも戴いたゞけることでないと、断念あきらめて居をりましたところが（泣声なきごゑ）鉄瓶点てつびんだてゞ一服ぷく下くださるとは……往昔むかしの友誼よしみをお忘れなく御親切ごしんせつに……私わたくしは最もう死んでも宜ようございます。主「然さう仰おつしやられては実じつに胸が一杯ぱいになります……お菓子か何なにかあるだらう……最もう皆みな賓客きやくに持もたして遣やつてしまつたか……困つたなア……何なにかないかなア……ンー一軒けんおいて隣家となりの大仏餅だいぶつもちでも宜よい、仕方しかたがない……宜よしく此餅これを皆みんな皿さらに積つんでの……さア何どうか不味つまらない物だが子供衆こどもしうに皆みな上あげて下ください。

　乞「どうも有難ありがたう存ぞんじます……左様さやうなら御遠慮ごゑんりよなしに頂戴ちやうだい致いたしますと、亭主ていしゆの河合金兵衛かはひきんべゑが茶ちやを点たつてる間あひだに、小丼こどんぶりを前まへに引寄ひきよせて乞食こじきながらも、以前いぜんは名のある神谷幸右衛門かみやかうゑもん、懐中ふところから塵紙ちりがみを出だして四つに折をつて揚子箸やうじばしで手探てさぐりで、漸やうく餅もちを挟はさんで塵紙ちりがみの上うへへ載のせて忰せがれ幸之助かうのすけへ渡して自分も一つ取つて、乞「有難ありがたう存ぞんじます……大仏餅だいぶつもちと申まうすものは雅ががありまして、お茶受ちやうけには結構けつこうなお菓子でございますなア……どうも思ひ掛がけないことで……とオロ〳〵泣きながら、口の中でムク〳〵噛かんで居をりましたが、お茶がプツと出て来きたから、グツと嚥込のみこむと餅もちが咽喉のどへ閊つかへた。幸「（苦悶くもん）グツ〳〵〳〵。主「おや〳〵何どうかなすツたか。幸「（苦悶くもん）グツ〳〵〳〵……モヽヽヽ餅もちが……。主「餅もちが閊つかへたか……さア大変たいへんだ……泣きながら喫たべるから閊つかへるのだ困つたものだ……お待ちなさい……此子このこが心配する……私わしが脊せなかを叩たゝいて上あげる……宜よいかい……失礼しつれいだが叩たゝきますよ。と握にぎり拳こぶしで二度ふたつ叩たゝくと、グツと餅もちが通とほつたが鼻の障子しやうじが抜ぬけてしまつた。乞「フガ〳〵〳〵……有難はひはほうほざいます有難はひはほうほざいます、餅もひが通とほりました。主「餅もちが通とほつたか……おや〳〵貴方あなたの目めが明あきましたな。乞「目めが明あひましたが、鼻はなが斯くんなになりました。主「何どうしたんだ……どう〳〵……ハハア解わかつた今いま食くつた餅もちが、大仏餅だいぶつもちだから、目めから鼻へ抜ぬけたのだ。
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